
資料２ＩＲ整備の意義

ＩＲ制度について

○国際競争力の高い滞在型観光実現による観光・地域経済の振興
➢地域の創意工夫：地域の特性やポテンシャルを最大限活かす
➢民間活力の活用：国際観光とカジノ運営のノウハウを持つ事業者を選定
➢国目標への貢献（訪日外客6千万人、観光消費15兆円）と地域の課題解決など

○健全なカジノ収益の社会還元
➢ギャンブル等依存症対策、
治安対策などカジノ施設の設置運営に伴う有害影響の排除
➢納付金の交付（カジノ粗収益：国15％・地方15％）による
観光、地域経済、文化芸術の振興、社会福祉の増進及び財政の改善

○国及び地方自治体の関与
➢健全性と持続性について、計画策定から運営管理まで定期的・継続的に管理

○プロセス
➢基本構想の策定、実施方針の策定、事業者の募集、区域整備計画の策定、
区域整備計画の申請の各プロセスにおいて、丁寧かつ慎重な対応
➢申請自治体のみならず、整備計画の同意権を有する立地自治体も重要な役割

○ギャンブル等依存症
➢カジノ免許・規制制度構築、今ある問題として縮小化に国を挙げて取り組む １



ＩＲの政策目的について

○新たな観光客の取り込み
❐海外・道外旅行客増加
➢海外からの富裕層・ビジネス需要、インバウンド成長市場の取込をはじめ
国内外からの旅行客（観光客・ＭＩＣＥ）の拡大 など

❐四季を通じ全道各地への送客
➢季節偏在及び地域偏在の解消、道内の地方空港やＪＲの利用拡大と機能充実

○民間投資の呼び込み
❐ＩＲの建設効果
➢道内企業の工事請負、雇用創出 など
❐開業後の直接効果
➢ＩＲ施設での売上（滞在サービス等）、雇用増
➢送客機能を通じた全道各地での観光消費額の拡大 など

❐経済波及効果
➢道内企業からの原材料等の調達、サービス・商品の売上、滞在後の取引、
高付加価値化などを通じた農林水産業や製造業をはじめ
様々な業種の産出額や生産額などの増加、雇用創出 など

❐納付金の活用（カジノ粗収益の地方15％）
➢観光、地域経済、文化芸術の振興、社会福祉の増進及び財政の改善
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本道産業の持続的な発展・飛躍、世界から選ばれる観光立国北海道の確立に寄与 ２



政策の有効性について

○政策選択の材料
❐国の要求基準との適合と地域における政策との一致
➢地域としてコンテンツ・ポテンシャル等の評価、事業の継続性
➢地域のめざす姿や目標と同じ方向であり、その達成に大きく貢献 など
❐ＩＲ整備の検討
➢日本ＩＲを担える事業者の動向と公募を検討する事業者の存在
➢大規模事業に当たっての地域における事業環境（建設費高騰、人材確保等）
➢立地市町村の誘致意思、地域住民及び都道府県民の理解 など
❐将来にわたるＩＲカジノ需要の継続性
➢オンラインカジノの需要動向や国際政治経済の影響など将来見通し など

○中核施設の意義
❐カジノ施設とは独立しての採算性や持続性の確保
➢統合型リゾートとして新たな観光客・ビジネス客の取り込み
➢大都市圏とは一線を画す世界から選ばれるＩＲ
➢コロナ禍を経て改めてリアルな滞在交流が重要、全道へ効果波及させる拠点
➢ＭＩＣＥ市場は、コロナ禍から回復するも国内外都市との激しい競争
➢各施設は地域の特性を活かしつつ、想定する需要に見合った規模で整備

○カジノ施設及び開発行為に伴う影響
❐ＩＲ制度の正当性を支える前提条件
➢有効な依存症対策の推進（新たな患者の抑制、総合的な対策の強化等）
➢社会経済的損失を生じさせない対策（住民の安全・安心、環境、観光等） ３
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